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平成 28 年 4 月から平成 29 年 3 月分の業績について（法務支援センター 田中淳子） 

 

【著書】共編著 

 西本孔昭＝田中淳子『道路・水路をめぐる境界立会いー実務と課題』（平成 28 年 5 月、

新日本法規出版）  

 

【論文】 

・単著 「境界紛争と境界概念」『法学論集第 5 巻』愛知学院大学法学部同窓会記念論文集

（平成 28 年 6 月、成文堂） 

 

【判例研究】 

「投資信託受益権から生じた預り金債権と共同相続」法律時報 89 巻 3 号 118 頁（平成 29

年 3 月） 

 

【研究報告】 

・「筆界立会いの代理権・立会い要請権・筆界調査権・筆界認証権に関する研究」（日本土

地家屋調査士会連合会委嘱研究）平成 29 年 4 月 19 日、12 月 24 日、平成 29 年 1 月、於：

日本土地家屋調査士会連合会会館） 

 

・「投資信託受益権から生じた預り金債権と共同相続」民事法研究会（平成 28 年 10 月 23

日：於・キャンパスプラザ京都） 

 

【その他】  

香川県土地家屋調査士会『土地家屋調査士の受託業務 Q＆A』（平成 28 年 4 月 25 日、於：

香川県土地家屋調査士会館）、福井会県土地家屋調査士会『土地家屋調査士と民法』（平

成 28 年 7月 23 日、福井県土地家屋調査士会館）、岐阜県土地家屋調査士会『土地家屋調

査士と所有権・地役権』（平成 28 年 7 月 29 日、岐阜メモリアルホール）、広島県土地家

屋調査士会『土地家屋調査士の受託業務 Q＆A』（平成 28 年 7月 30 日、広島県土地家屋調

査士会館）、名古屋税理士会北支部『税理士業務と遺留分、特別受益制度』（平成 28 年 8

月 4日、愛知学院大学名城公園キャンパス）、滋賀県土地家屋調査士会『土地家屋調査士

の受託業務 Q＆A』（平成 28 年 9 月 23 日、滋賀県土地家屋調査士会館）、愛知県土地家屋

調査士会『自然人と法人に関する法律問題研究会』（5 回連続講義）（平成 28 年 10 月 20

日他、於：愛知県土地家屋調査士会館）、名古屋税理士会昭和支部『民法改正と税理士業

務』（平成 29 年１月 23 日、ルブラ王山）、愛知県土地家屋調査士会『土地家屋調査士業

務における自然人と法人に関する法的基礎知識』（①平成 29 年 2 月 7 日、於・名古屋市

公会堂、②2月 14日・於：豊橋商工会議所）、三重県公共嘱託登記土地家屋調査士協会「道
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路・水路をめぐる境界立会い～実務と課題～」（2月 10日、於：三重県土地家屋調査士会

館）、愛媛県土地家屋調査士会『土地家屋調査士と相隣関係』平成 28年 2月 18 日、於：

愛媛県土地家屋調査士会）、鳥取県土地家屋調査士会『業務に潜む多くの法律問題』（平

成 29年 2月 24 日、於：鳥取県土地家屋調査士会）。 

 


